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①

幼稚園保育料／平成19年度から月額7,000円を目処に 
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９月29日、井川町農村環境改善センターを会

場に第12回の合併協議会が開催されました。

会議では、継続して協議が行われてきた幼稚

園と保育園の保育料について、これまでの協議

結果等を踏まえ調整内容を一部修正して提案が

行われ、協議の結果、提案どおり確認されまし

た。また、前回提案されている商工観光関係事

業、高齢者福祉事業、社会教育事業などについ

ても提案どおり確認されました。



継
続
協
議
と
な
っ
て
い
る
2
項
目
の
う

ち
、
幼
稚

園
や
保
育

園
の
保
育

料
に
つ
い

て
は
、
こ

れ
ま
で
の

協
議
会
委

員
の
意
見

等
を
踏
ま

え
、
提
案

さ
れ
て
い

る
調
整
内

容
の
修
正

を
行
い
、

目
標
と
す

る
保
育
料

②

決
定
す
る
こ
と
や
、
制
度
の
改
正
な
ど
も

考
慮
し
て
保
育
料
に
幅
を
持
た
せ
た
る
べ

き
で
あ
る
と
す
る
意
見
な
ど
が
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
幹
事
会
な
ど
で
こ
れ
ら
の
意

見
な
ど
を
踏
ま
え
検
討
を
行
っ
た
結
果
、

合
併
後
に
お
け
る
住
民
負
担
の
方
向
性
は

示
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
目
標
と
し
て

掲
げ
る
保
育
料
は
断
定
せ
ず
に
、
幅
を
持

た
せ
新
町
で
議
論
し
て
決
定
す
る
べ
き
で

あ
る
と
し
、「
平
成
19
年
度
か
ら
統
一
す

る
こ
と
と
し
、
教
材
費
を
含
め
月
額
7
、

0
0
0
円
を
目
処
に
新
町
に
お
い
て
調
整

す
る
。」
と
し
て
調
整
内
容
の
修
正
を
行

い
、
次
の
と
お
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

①
奨
学
資
金
貸
付
事
業
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
と
お
り
新
町
に
引
き

継
ぎ
、
平
成
18
年
度
か
ら
新
た
な

貸
付
制
度
を
適
用
す
る
。
な
お
、

合
併
前
の
貸
付
に
よ
る
償
還
に
つ

い
て
は
、現
行
の
と
お
り
と
す
る
。

②
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
及
び
そ
の
委

託
形
態
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と

お
り
新
町
に
引
き
継
ぐ
。

③
学
校
給
食
事
業
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
と
お
り
新
町
に
引
き
継
ぐ
。

な
お
、
給
食
会
計
は
町
の
一
般
会

計
で
処
理
す
る
方
向
で
調
整
す
る
。

④
英
語
指
導
外
国
青
年
招
致
事
業
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
新
町

に
引
き
継
ぐ
。

⑤
幼
稚
園
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
と
お
り
新
町
に
引
き

継
ぐ
。
な
お
、
保
育
料
（
授
業
料
）

に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
か
ら

統
一
す
る
こ
と
と
し
、
教
材
費
を

含
め
月
額
7
、
0
0
0
円
を
目
処

に
新
町
に
お
い
て
調
整
す
る
。

⑥
心
の
教
室
相
談
員
事
業
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
と
お
り
3
校
に
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
配
置
す
る
。

⑦
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
新
町
に

引
き
継
ぐ
。

⑧
町
立
学
校
の
通
学
区
域
に
つ
い
て

は
、当
面
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。

【
協
議
結
果
】

修
正
提
案
さ
れ
た
幼
稚
園
の
保
育
料
に

つ
い
て
は
、
目
処
と
し
て
掲
げ
て
い
る
月

額
7
、
0
0
0
円
の
根
拠
が
明
確
と
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
一
方
的
で
あ

る
な
ど
と
し
て
反
対
す
る
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
平
成
19
年
度
ま
で
の
経
過
期

間
で
各
町
の
状
況
な
ど
に
配
慮
し
、
新
町

に
お
い
て
幼
稚
園
保
育
料
を
月
額
7
、
0

0
0
円
を
目
処
と
し
て
調
整
す
る
と
し

て
、
提
案
ど
お
り
の
調
整
内
容
に
よ
り
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
第
36
号

児
童
福
祉
事
業
、
保
育
事

業
に
つ
い
て

【
提
案
内
容
】

前
回
の
会
議
に
お
い
て
、
保
育
園
保
育

料
に
つ
い
て
は
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
場
合

増
収
と
な
る
が
、
そ
の
増
収
分
が
何
に
使

わ
れ
る
の
か
明
確
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と

や
、
8
割
を
目
処
と
す
る
調
整
内
容
を
例

え
ば
6
割
か
ら
8
割
の
範
囲
と
し
て
修
正

で
き
な
い
も
の
か
な
ど
と
す
る
意
見
が
出

９
月
29
日
に
井
川
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
12
回
合
併

協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
る
学
校
教
育
事
業
な
ど
の
２
項
目
、

前
回
提
案
さ
れ
た
商
工
観
光
関
係
事
業
な
ど
の
３
項
目
の
合
わ
せ
て
５
項

目
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
な
ど
新
た
に

４
つ
の
合
併
協
定
項
目
に
関
す
る
調
整
方
針
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

五
城
目
町
開
発
公
社
に
関
す
る
決
算
状
況
や
合
併
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

12
第 
回 

協
議
第
34
号
　
学
校
教
育
事
業
・
通
学
区

域
の
取
扱
い
に
つ
い
て

【
提
案
内
容
】

こ
れ
ま
で
継
続
し
て
協
議
を
行
っ
て
い

る
幼
稚
園
保
育
料
に
つ
い
て
は
、月
額
7
、

0
0
0
円
と
す
る
保
育
料
の
額
を
合
併
協

議
会
で
決
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る

意
見
、
合
併
後
の
住
民
負
担
に
つ
い
て
は

住
民
に
示
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
す
る

意
見
、
最
終
的
に
は
新
町
の
議
会
な
ど
で

第12回合併協議会の会議の様子

の
額
を
断
定
的
な
も
の
か
ら
幅
を
持
た

せ
、
新
町
に
お
い
て
決
定
す
る
と
し
て
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
前
回
の
会
議
で

提
案
が
行
わ
れ
、
今
回
協
議
が
行
わ
れ
た

商
工
観
光
関
係
事
業
、高
齢
者
福
祉
事
業
、

社
会
教
育
事
業
・
文
化
振
興
事
業
に
つ
い

て
は
、
提
案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。



③

は
、
現
行
の
と
お
り
新
町
に
お
い

て
も
実
施
す
る
。

【
協
議
結
果
】

保
育
園
の
保
育
料
を
国
の
基
準
の
8
割

を
目
処
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
他
の
合

併
協
議
会
の
調
整
内
容
と
比
較
し
た
場
合

高
す
ぎ
る
こ
と
、
五
城
目
町
、
八
郎
潟
町

で
は
本
年
度
保
育
料
の
引
き
上
げ
を
行
っ

て
お
り
、
新
た
な
住
民
負
担
を
求
め
ず
と

も
こ
の
増
収
分
で
新
町
で
も
十
分
運
営
し

て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
保
育

園
の
定
員
や
所
得
階
層
な
ど
に
よ
っ
て
国

の
基
準
と
な
る
保
育
単
価
等
に
違
い
が
あ

る
た
め
、
ど
こ
の
保
育
園
に
基
準
を
置
く

の
か
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
な
ど
と
す
る

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
町
の
保
育

料
は
、
合
併
後
3
年
以
内
と
す
る
経
過
期

間
で
、
国
の
基
準
改
定
や
子
育
て
支
援
制

度
の
変
化
な
ど
を
考
慮
し
て
決
定
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
基
準
と
す
る
保
育

園
や
所
得
階
層
毎
の
保
育
料
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
十
分
な
協
議
も
必
要
と
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
国
の
基
準
の
8
割
を
目
処

と
し
新
町
で
調
整
す
る
と
し
て
、
提
案
ど

お
り
の
調
整
内
容
に
よ
り
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
保
育
園
保
育
料
に
つ
い
て
は
、

五
城
目
町
で
は
議
会
の
議
決
が
必
要
と
な

る
条
例
に
規
定
し
、
八
郎
潟
町
、
井
川
町

で
は
議
決
を
要
し
な
い
規
則
で
規
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
新
町
で
は
、
議
会
に
保

育
料
改
定
を
議
案
と
し
て
提
案
し
、
議
論

す
る
た
め
条
例
に
規
定
す
る
こ
と
も
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

協
議
第
41
号

商
工
観
光
関
係
事
業
に
つ

い
て

【
提
案
内
容
】

中
小
企
業
者
に
対
す
る
融
資
に
つ
い
て

は
平
成
18
年
度
か
ら
統
一
し
、
誘
致
企
業

な
ど
の
奨
励
措
置
に
つ
い
て
は
新
町
で
新

た
な
制
度
を
定
め
る
こ
と
と
し
、
産
業
文

化
祭
に
つ
い
て
は
統
合
し
て
実
施
す
る
こ

と
な
ど
と
し
て
、
次
の
と
お
り
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

①
中
小
企
業
振
興
資
金
の
融
資
斡
旋

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
新

町
に
引
き
継
ぎ
、
平
成
18
年
度
か

ら
統
一
す
る
。

②
誘
致
企
業
等
奨
励
措
置
に
つ
い
て

は
、
五
城
目
町
の
例
を
基
準
に
調

整
し
、
新
町
に
お
い
て
新
た
な
制

度
を
定
め
る
。

③
産
業
文
化
祭
に
つ
い
て
は
、
統
合

し
て
実
施
す
る
。
な
お
、
開
催
場

所
は
三
地
区
持
ち
回
り
と
す
る
。

④
全
町
盆
踊
り
大
会
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
と
お
り
実
施
す
る
。

⑤
そ
の
他
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。

◆
表
1
参
照

【
協
議
結
果
】

中
小
企
業
振
興
資
金
に
関
す
る
協
議
に

お
い
て
、
五
城
目
町
に
は
利
子
補
給
の
制

度
が
あ
り
、
既
に
貸
付
を
受
け
て
い
る
場

合
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
新
町
で
引

き
続
き
措
置
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
そ

の
他
項
目
に
つ
い
て
も
提
案
ど
お
り
の
調

整
内
容
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
第
42
号

高
齢
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て

【
提
案
内
容
】

敬
老
式
は
、
3
地
区
で
行
う
こ
と
や
、

敬
老
祝
金
は
平
成
18
年
度
か
ら
対
象
者
な

ど
を
統
一
す
る
こ
と
と
し
、老
人
ホ
ー
ム
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
管
理
運
営
は
現
行
の
と
お
り
新

町
に
引
き
継
ぐ
な
ど
と
し
て
、
次
の
と
お

り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

①
老
人
保
護
措
置
事
業
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
と
お
り
新
町
に
引
き

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
幼
稚
園
保
育
料
の

調
整
内
容
と
同
様
の
考
え
方
に
よ
り
、

「
合
併
後
3
年
以
内
に
統
一
す
る
こ
と
と

し
、
国
の
基
準
の
8
割
を
目
処
に
新
町
に

お
い
て
調
整
す
る
。」
と
し
て
調
整
内
容

の
修
正
を
行
い
、
次
の
と
お
り
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

①
誕
生
祝
金
、
出
産
奨
励
金
に
つ
い

て
は
、
合
併
時
廃
止
す
る
。

②
児
童
館
管
理
に
つ
い
て
は
、
国
庫

児
童
館
を
町
直
営
管
理
と
し
、
児

童
厚
生
員
を
配
置
す
る
。
他
の
地

域
児
童
館
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

と
お
り
新
町
に
引
き
継
ぐ
。

③
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
等
、

児
童
福
祉
事
業
の
国
又
は
県
が
定

め
る
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要

綱
等
に
準
拠
し
実
施
す
る
。

④
町
立
保
育
園
運
営
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
と
お
り
新
町
に
引
き
継

ぐ
。

⑤
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と

お
り
新
町
に
引
き
継
ぎ
、
合
併
後

３
年
以
内
に
統
一
す
る
こ
と
と

し
、
国
の
基
準
の
8
割
を
目
処
に

新
町
に
お
い
て
調
整
す
る
。

⑥
障
害
児
保
育
・
乳
児
保
育
・
延
長

保
育
・
一
時
保
育
・
休
日
保
育
・

保
育
園
地
域
活
動
に
つ
い
て
は
、

民
間
保
育
園
が
実
施
す
る
場
合
は

引
き
続
き
支
援
し
、
町
立
保
育
園

に
お
い
て
は
現
行
の
と
お
り
新
町

に
引
き
継
ぎ
、
実
施
す
る
。

⑦
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

◆表１　中小企業振興資金融資の現状

※ 貸付利率 年率2.2％以内。五城目町では貸付利率のうち
1.0％分を利子補給している。

※ 保証料 年率1.3％以内。 3 町とも全額補助している。

井 川 町八郎潟町五城目町区　　分

10,000千円10,000千円20,000千円保証協会への預託金

5,000千円7,000千円6,000千円融資限度額

5年以内7年以内6年以内貸 付 期 間

4件
17,500千円

3件
11,000千円

13件
50,700千円

平成15年度実績
利 用 件 数
融 資 額



④

継
ぐ
。

②
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
に
つ

い
て
は
、
新
町
に
お
い
て
調
整
す

る
。
な
お
、
合
併
前
の
貸
付
に
よ

る
償
還
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と

お
り
と
す
る
。

③
敬
老
事
業
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

（1）
敬
老
式

ア．

内
容
を
統
一
し
、
3
地
区

で
行
う
。

イ．

対
象
年
齢
は
満
75
歳
を
目

処
に
、徐
々
に
調
整
す
る
。

ウ．

祝
い
金
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
と
お
り
新
町
に
引
き

継
ぎ
、平
成
18
年
度
か
ら
、

満
90
歳
に
5
万
円
相
当
の

金
品
、
満
100
歳
に
10
万
円

相
当
の
金
品
を
贈
る
。

（2）
金
婚
式

現
行
の
と
お
り
新
町
に
引
き

継
ぎ
、
新
町
に
お
い
て
調
整
す

る
。

④
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施

術
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
八
郎
潟

町
の
例
に
よ
り
合
併
時
統
合
す
る
。

⑤
老
人
ホ
ー
ム
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
と
お
り
新
町
に
引

き
継
ぐ
。

⑥
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り

新
町
に
引
き
継
ぐ
。
た
だ
し
、
平

成
18
年
度
か
ら
は
、
現
在
の
五
城

目
町
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

③
公
民
館
関
係
各
種
事
業
等
に
つ
い

て
は
、新
町
に
お
い
て
調
整
す
る
。

④
図
書
館
・
図
書
室
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
と
お
り
新
町
に
引
き
継

ぐ
。

⑤
成
人
式
に
つ
い
て
は
、
新
町
に
お

い
て
統
合
し
て
開
催
す
る
。

⑥
町
民
体
育
祭
（
体
育
大
会
）
に
つ

い
て
は
、
新
町
に
お
い
て
統
合
し

て
開
催
す
る
。

⑦
現
在
の
3
町
の
町
指
定
文
化
財
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
新
町

に
引
き
継
ぐ
。

【
協
議
結
果
】

公
民
館
に
つ
い
て
は
、
拠
点
と
な
る
公

民
館
を
設
置
し
て
日
常
業
務
の
連
携
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
、
全
町
体
育
祭
に

つ
い
て
は
、
旧
町
単
位
に
よ
る
地
区
体
育

祭
は
残
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
、
ま
た
、

多
く
の
町
民
が
参
加
で
き
る
内
容
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
意
見
な
ど
が
あ

り
、
3
町
に
お
け
る
地
域
に
根
ざ
し
た
生

涯
学
習
活
動
な
ど
を
尊
重
し
3
つ
の
公
民

館
を
設
置
す
る
と
し
た
こ
と
や
、
3
町
の

住
民
が
お
互
い
の
信
頼
感
や
連
帯
感
を
育

ん
で
い
く
う
え
に
も
、
3
町
合
同
で
体
育

祭
を
開
催
す
る
と
し
た
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
や
要
望
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
な
調
整
を
行
う
段
階
で
検

討
す
る
こ
と
と
し
、
提
案
ど
お
り
の
調
整

内
容
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

タ
ー
を
新
町
の
基
幹
型
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
と
す
る
。

⑦
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
新
町

に
引
き
継
ぐ
。
新
町
に
お
い
て
は

八
郎
潟
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

八
郎
潟
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
井

川
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
井
川

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
称
す
る
。

な
お
、
使
用
料
は
現
行
の
と
お
り

と
す
る
。

⑧
介
護
予
防
・
地
域
支
え
合
い
事
業

は
、
現
行
の
と
お
り
新
町
に
引
き

継
ぎ
、
平
成
18
年
度
か
ら
内
容
を

統
一
し
実
施
す
る
。

◆
表
2
参
照

【
協
議
結
果
】

提
案
ど
お
り
の
調
整
内
容
と
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
第
43
号
　
社
会
教
育
事
業
、
文
化
振

興
事
業
に
つ
い
て

【
提
案
内
容
】

新
町
に
五
城
目
公
民
館
、
八
郎
潟
公
民

館
、
井
川
公
民
館
の
3
つ
の
公
民
館
を
設

置
し
、
公
民
館
関
係
事
業
に
つ
い
て
は
、

運
営
審
議
会
等
を
設
置
し
て
新
町
で
調
整

を
行
う
こ
と
と
し
、
ま
た
、
成
人
式
、
町

民
体
育
祭
は
1
ヶ
所
に
統
合
し
て
開
催
す

る
な
ど
と
し
て
、
次
の
と
お
り
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

①
公
民
館
の
設
置
及
び
運
営
管
理
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
新
町

に
引
き
継
ぐ
。新
町
に
お
い
て
は
、

五
城
目
町
中
央
公
民
館
を
五
城
目

公
民
館
、
八
郎
潟
町
公
民
館
を
八

郎
潟
公
民
館
、
井
川
町
公
民
館
を

井
川
公
民
館
と
称
す
る
。
五
城
目

公
民
館
に
は
7
つ
の
地
区
公
民
館

を
置
く
。
八
郎
潟
公
民
館
に
は
岡

本
下
台
地
区
地
域
公
民
館
を
置

く
。
井
川
公
民
館
に
は
29
の
分
館

を
置
く
。

②
新
町
に
公
民
館
運
営
審
議
会
を
設

置
し
、
委
員
定
数
は
15
名
以
内
と

す
る
。
な
お
、
五
城
目
公
民
館
、

八
郎
潟
公
民
館
及
び
井
川
公
民
館

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
運
営
協
議
会
を

設
置
す
る
。

井 川 町八郎潟町五城目町

満80歳　3万円

満90歳
  　5万円相当の
  　記念品

満100歳
   10万円相当の
 　記念品

数え77歳 5千円

数え80歳 8千円

数え88歳 1万円

数え90歳 3万円

数え99歳 5万円

満100歳 30万円

満90歳　3万円

満95歳　3万円

満99歳　5万円

満100歳
　　　  10万円

満101歳以上
　　　    5万円

◆表２　敬老祝金の現状



⑤

次
回
の
合
併
協
議
会
で
協
議
さ
れ
る
、

電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
、
納
税
関
係
事
業
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
取
扱
い
、
障
害
者
福

祉
事
業
・
そ
の
他
の
福
祉
事
業
の
4
つ
の

案
件
に
つ
い
て
の
調
整
案
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

協
議
第
44
号

電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
に
つ

い
て

電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
に
つ
い
て

は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か

な
い
よ
う
電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
を

図
り
、
合
併
時
に
稼
動
で
き
る
よ
う

に
調
整
す
る
。

協
議
第
45
号

納
税
関
係
事
業
に
つ
い
て

①
納
税
貯
蓄
組
合
等
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
組
織
の
と
お
り
新
町
に
引

き
継
ぐ
。

②
納
期
前
納
付
報
奨
金
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
と
お
り
引
き
継
ぎ
、

平
成
18
年
度
か
ら
廃
止
す
る
。

③
口
座
振
替
に
つ
い
て
は
、
新
町
に

お
い
て
も
実
施
す
る
。

④
申
告
受
付
会
場
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
と
お
り
新
町
に
引
き
継
ぐ
。

協
議
第
46
号

社
会
福
祉
協
議
会
の
取
扱

い
に
つ
い
て

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
事
業
委
託

に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

実
情
を
尊
重
し
な
が
ら
調
整
に
努
め

る
。

協
議
第
47
号

障
害
者
福
祉
事
業
、
そ
の

他
の
福
祉
事
業
に
つ
い
て

①
心
身
障
害
者
居
室
整
備
資
金
貸
付

に
つ
い
て
は
、
新
町
に
お
い
て
調

整
す
る
。
な
お
、
合
併
前
の
貸
付

に
よ
る
償
還
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
と
お
り
と
す
る
。

②
障
害
者
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

に
つ
い
て
は
、
八
郎
潟
町
の
例
に

よ
り
合
併
時
に
統
合
す
る
。

③
身
体
障
害
者
補
装
具
交
付
及
び
修

理
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助

制
度
で
実
施
す
る
。
五
城
目
町
の

町
単
独
交
付
制
度
は
合
併
時
廃
止

す
る
。

④
障
害
者
支
援
費
制
度
に
つ
い
て

は
、
国
の
制
度
に
基
づ
き
実
施
す

る
。

⑤
身
体
障
害
者
手
当
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
と
お
り
新
町
に
引
き
継

ぎ
、平
成
18
年
度
か
ら
廃
止
す
る
。

⑥
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
新
町
に

引
き
継
ぎ
、
新
町
に
お
い
て
実
施

主
体
、
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
調

整
す
る
。

⑦
福
祉
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
と
お
り
新
町
に
引
き
継
ぐ
。
な

お
、
乳
幼
児
の
所
得
制
限
対
象
者

に
対
す
る
福
祉
医
療
費
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
八
郎
潟
町
の
例
に
よ

り
調
整
し
、
平
成
18
年
度
か
ら
全

町
を
対
象
と
す
る
。

⑧
戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て
は
、
統

一
し
て
一
ヶ
所
で
実
施
す
る
。
実

施
方
法
に
つ
い
て
は
新
町
に
お
い

て
調
整
す
る
。

提
案
さ
れ
た
事
項

提
案
さ
れ
た
事
項 
提
案
さ
れ
た
事
項 

前
回
の
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、
委
員

か
ら
五
城
目
町
開
発
公
社
に
関
す
る
こ
と

 

そ 

の 

他 

事 

項 
 

そ 

の 

他 

事 

項 

や
合
併
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

の
質
問
が
出
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
会
議

に
お
い
て
、
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
城
目
町
開
発
公
社
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

今
後
協
議
を
行
う
た
め
、
開
発
公
社
の

土
地
取
得
処
分
関
係
、施
設
毎
の
職
員
数
、

決
算
状
況
、
観
光
施
設
管
理
運
営
の
今
後

の
方
向
な
ど
に
つ
い
て
、
決
算
書
な
ど
の

資
料
が
提
出
さ
れ
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。合

併
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

平
成
17
年
3
月
ま
で
に
3
町
の
議
会
の

議
決
を
経
て
、
県
に
合
併
申
請
す
る
ま
で

の
合
併
協
議
会
の
協
議
の
進
め
方
な
ど
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

合併までのスケジュール

新町まちづくり計画、役場の位
置、組織機構などの提案説明10月

平 
成 　
 
年 
度

16

新町まちづくり計画、役場の
位置、組織機構などの協議11月

新町まちづくり計画、すべ
ての合併協定項目の確認12月

新町まちづくり計画の県
との協議1 月

合併調印2月

各町議会で合併議決
県知事へ合併申請書提出3月

4月

平 
成 　
 
年 
度

17

5月

県議会で合併議決6月

総務大臣へ合併届出7月

総務大臣告示8月

町長職務執行者選任など9月

新町誕生（10月1日）10月

Ｈ16

Ｈ17
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⑥

確認協議提案協　定　項　目№区分

○電算システム事業24

各　

種　

事　

務　

事　

業　

の　

取　

扱　

い

◎○○広報広聴関係事業25

◎○○交流事業（国際交流、姉妹都市交流事業）26

○納税関係事業27

◎○○消防防災関係事業28

◎○○交通関係事業29

◎○○窓口業務30

◎○○保健衛生事業31

環境対策関係事業32

ごみ収集運搬業務事業33

◎○○保育事業34

○社会福祉協議会の取扱い35

◎○○児童福祉事業36

○障害者福祉事業37

◎○○高齢者福祉事業38

○その他の福祉事業39

◎○○健康づくり事業40

◎○○農林水産業関係事業41

◎○○商工観光関係事業42

勤労者・消費者関連事業43

◎○○建設関係事業44

△○上・下水道事業45

◎○○学校教育事業46

◎○○社会教育（生涯学習）事業47

◎○○町立学校の通学区域の取扱い48

◎○○文化振興事業49

コミュニティ施策（施設）事業50

その他の事業51

新町まちづくり計画52新町建
設計画 ◎○○（協議細目）  策定方針の確認

確認協議提案協　定　項　目№区分

◎○○合併の方式1

基
本
的
項
目

◎○○合併の期日2

◎○○新町の名称3

△○新町の事務所の位置4

△○財産及び債務の取扱い5

◎○○議会の議員の定数及び任期の取扱い6合
併
特
例
法
に
よ
る
項
目

◎○○農業委員会の委員の定数及び任期の取扱い7

地方税の取扱い8

◎○○（協議細目）  地方税（都市計画税を除く）の取扱い

△○一般職の職員の身分の取扱い9

地域審議会10

◎○○特別職の職員の身分の取扱い11

す
り
合
わ
せ
が
必
要
な
項
目

◎○○条例、規則等の取扱い12

事務組織及び機構の取扱い13

◎○○一部事務組合等の取扱い14

◎○○使用料、手数料等の取扱い15

◎○○公共的団体等の取扱い16

◎○○補助金、交付金等の取扱い17

◎○○字名の区域及び名称の取扱い18

◎○○慣行の取扱い19

◎○○国民健康保険事業の取扱い20

◎○○介護保険事業の取扱い21

◎○○消防団の取扱い22

行政区等の取扱い23

（平成16年９月29日現在）

提案、協議済:○ 継続協議:△ 確認:◎

合併協定項目の協議状況 合併協定項目の協議状況 

日　時 平成16年10月18日（月）午後1時
場　所 五城目町役場2階正庁
案件等 電算システム事業について

納税関係事業について
社会福祉協議会の取扱いについて
障害者福祉事業、その他の福祉事業について　など

協議会はどなたでも傍聴できます

第13回 合併協議会開催のお知らせ




